
「第9回 菜の花通信の発行にあたって」
千 葉 県 支 部

支 部 長　中　 野　 　　 誠

　新型感染症による非常事態宣言が 7 週間ぶりに解除されました。解除に伴い、感染リスク軽減のための新しい
生活様式が始まりましたが、会員の皆様にはいかがお過ごしでしょうか。あこがれの大学生活に胸を膨らませて
新年度を迎えた 1 年生のみなさん、保護者の皆様には先の見えない不安の中にいることとお察しいたします。 2
年生、3 年生にとっても夢に向かって一歩進む時期。4 年生は自立への挑戦の大切な時期に、誰もが予想しなかっ
た事態が起こっています。大学からは春学期授業の全面オンライン化の通知が出され、学生は自宅での学習を求
められています。また、入学式をはじめとする行事の中止、キャンパスへの立ち入り制限など、大学の対応が示
されています。
　100年前、同じように世界を震撼させたスペイン風邪は、日本の総人口の約半数が罹患したと記録に残ってい
ます。当時はウイルスを確認する顕微鏡が発明されていなかったために、まさに未知の魔物との戦いでしたが、
発生地と言われているアメリカ合衆国では、同じ州の隣り合う 2 つの都市で明暗を大きく分けた記録が残ってい
ます。Ｓ市はこの感染症を大変危険なものとしてとらえ、市長は「全ての劇場、学校、ホール、酒場、民宿、ダ
ンスホールは次のアナウンスがあるまで閉鎖します。集会も日曜学校も禁止です」と指示を出しました。反対に
Ｐ市は極めて楽観的にとらえ、病気根絶のためのミサを奨励し、広場では第一次大戦の戦勝パレードまでおこ
なっています。結果は10万人あたりの死者はS市27名に対してP市の死者はその10倍にも迫る250名になり、世界
的流行のきっかけを作ったといわれています。
　文教大学が示したコロナ禍の対応は、まさに学生の命と健康を守ることを最優先に考えての苦渋の決断であっ
たと思います。私たち保護者といたしましては、学生の学習環境を整えることと、心のケア、経済的支援など力
を合わせて支援をして参りたいと思います。

文教大学父母と教職員の会趣旨目的
学生たちのよきアドバイザーとして
　大学生は自己や環境を認識して、大人としてのプライドを持っていますから、父母も教職員も、学生を大人と
して認めて、彼らの自主的活動を期待しています。しかしながら、何と言っても、まだ若年です。生活面でも、
学習の面でも、父母と教職員が、よきアドバイザーとなる必要があります。
　父母と教職員の密接な連携が必要であるため、設立されています。
　利用にあたっては、年会費の振込みが必要となります。詳細につきましては「父母と教職員の会事務局」にお
尋ねください。
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